
表２ 概況調査結果の経年変化

平成元年度以降の概況調査における超過率の推移は、以下のとおりである。

なお、調査年度によって、評価対象項目及び評価方法が異なる。

調査年度 調査井戸実数 超過井戸実数 超過率(％)

平成元年度 ３,５６４ ７３ ２.０

平成２年度 ６,０３６ １２２ ２.０

平成３年度 ６,３３７ ６６ １.０

平成４年度 ４,８３０ ６３ １.３

平成５年度 ４,７１８ ９３ ２.０

平成６年度 ４,５４６ １３９ ３.１

平成７年度 ４,３５７ ９４ ２.２

平成８年度 ４,１９４ ７８ １.９

平成９年度 ３,９８６ ８１ ２.０

平成10年度 ４,８５０ １０１ ２.１

平成11年度 ５,１９９ ２９３ ５.６

平成12年度 ４,９１１ ３９８ ８.１

（注）

①平成元年度から４年度まで
※１ ※２評価対象項目：１３項目 評価方法：旧評価基準 及び暫定指導指針

※１ 平成元年９月に設定された評価基準で1,1,1-トリクロロエタン及び四塩化炭素を除く１１項

目について適用。

※２ 平成元年度の改正水質汚濁防止法による地下浸透規制導入以前に地下水汚染防止等を目的と

して昭和５９年に設定されたもので、1,1,1-トリクロロエタン及び四塩化炭素について適用。

②平成５年度から１０年度まで

評価対象項目：２３項目

評 価 方 法 ：平成８年度までは新評価基準（項目及び基準値は平成９年設定の

環境基準と同じ）平成９年度以降は、環境基準

③平成１１年度以降

評価対象項目：２６項目 評価方法：環境基準


